
文化財観光施設を活用した歴史体験 
（大洲城での城主体験等） 

 
― 提案書 ― 

本資料はたたき台であり、今後検討委員会による修正を前提としたものです。 

2019年5月31日 

文化財観光施設を活用した歴史体験検討委員会 

（大洲市観光まちづくり課） 
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Living History 「1617加藤貞泰の入城」 

１ 事 実 

 1609年頃 脇坂安治統治の時代に現在の大洲城天守は建てられたとされる。（推定） 

 1617年 米子から加藤貞泰が入城した。（今から約400年前） 

 7月25日米子を出発。 

 引き連れた給人は132人。 

 8月5日に長浜に到着した。 

 庄屋23人が出迎え、道案内には町年寄・大和屋十左衛門が立った。 

 翌6日、加藤貞泰は陸路を馬で大洲城に入った。 

                        （「積塵邦語」）  大洲市誌より 

２ 大洲城天守の特徴について 

 大洲城天守1階は、創建当時から畳敷きの可能性がある。 

 復元において、母屋境には敷居が入れられ、内法には鴨居と長押が入れられている。 

 また、敷居と鴨居には建具が入るように溝が切られている。 

                                （復元報告書より） 
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３ 所見（検討委員会による検証が必要） 

 象徴的な中心柱（通柱）の存在、吹き抜け構造の存在などから大洲城天守1階は戦国武将又は藩主にとって

特別な空間であったことが推測される。江戸時代以降、天守は物見塔の役割であったり、権力の象徴であっ

たりとされるが、慶長期（1596-1615）の天守は実用的な要素を十分に備えていたと考えられる。初期の大洲

城天守においても実用的に使用されていたものと推測される。 

 具体的には、江戸初期の絵図「大洲御城地割」には、本丸に「御上」、「御風呂屋」とされる建物の表記があ

り、現存する「台所櫓」は「台所」と表記され、1階には土間や煙出し用の格子窓などがあることから炊事場、食

料保管庫として機能していたことが推察される。加藤貞泰が入城した当時は「御天守」と「御上」などを実用的

に使用し、往来した可能性がある。 

 なお、二の丸御殿を政庁や藩邸として使用し始めた時期は定かではない。（寛永4年1627の隠密の記録によ

り、藩主が此の丸（二の丸のことと考えられる）に住んでいることを示す記述があり、これが最初の記述か。） 

 また、「大洲御城地割」には、二の丸西曲輪と北曲輪にも「台所」と表記された建物があり、食料庫もしくは炊

事場としての機能をもっていたとも考えられる。 

 今回、二の丸西曲輪には仮設形式の建物ではあるが、炊事場としての機能復元を行うこととしたい。 
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江戸初期 1617頃 加藤貞泰入城の頃の絵図 

※計画図の可能性もあり 

御上 

台所 

御風呂屋 

台所 

御天守 

機能復元 

・本丸に御天守、御上、御風呂屋、台所があり、加藤貞泰が入城し
た当時は、本丸を実用的に使用した可能性がある。 
・復元報告書より、天守1階は畳敷きで建具が用いられた可能性が
高い。 
・大洲城は慶長年間の天守であり、天守1階は城主の間として用い
られた可能性がある。 
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大洲城での城主体験について 

  
１ 要点 
  

（１）大洲城の文化財としての価値と魅力を高めるとともに、合わせて大洲城の認知度向上を目的と
しています。 
  
（２）文化庁が推進する、文化財を活用した「Living History」（生きた歴史体感プログラム）の趣旨に
沿った形式で実現しようとするものです。 
  
（３）一つの案として「1617年の加藤貞泰の入城」を再現していきたいと考えています。 
 

（４）また、地域内での観光消費を高める視点も重要であることから、特別な体験を提供することで、
特別料金をいただくことを想定しています。 
  

（５）増えた収益は、大洲城に再投資する仕組みを構築していくこととしています。（文化庁が推進す
る「好循環の創出」） 
 

（６）実施体制は、高いサービスと運用能力が必要であることから、大洲市の連携事業者であり、歴
史的建築物の活用実績のあるバリューマネジメント（株）と地域ＤＭＯの（一社）キタ・マネジメントの
共同事業として実施する予定です。 
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（７）2019年度に実証実験を実施する予定で進めています。 
 

（８）歴史に基づいた特別な体験の企画に当たっては、検討委員会により、利用方法をはじめ歴史
考証など意見を調整しながら進めていくこととします。 
  
（９）実証実験の成果は、実施計画に反映することとします。 
  

（１０）あわせて、市民からの要望の強い城山でのカフェレスト空間を二の丸西曲輪に設置するこ
とで、賑わいを創出し、城山公園としての魅力を高めていきたいと考えています。 
  ※平成３１年春から桜まつり期間中の屋台の出店がなくなりました。 
  

（１１）大洲市では、この城主体験の取り組みを契機として、将来の人口減少期においても持続可
能な官民連携による城郭整備のあり方を提案し、未来の文化財をまもり、つくり、技術を継承して
いくことを実現してまいります。  
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２ 留意点 
  
（１）滞在宿泊型の城主体験 
   滞在型の城主体験として天守１階での宿泊を想定しており、利用者の安全を 
  確保するため建築基準法、消防法などの法令を遵守します。 
  
（２）秩序の確保 
   復元天守・多聞櫓及び重要文化財櫓の改変は行わず実施していくことを条件 
  とします。 
   無秩序な利用を制限するため、常設の監視カメラにより２４時間体制により 
  秩序と利用者の安全を確保します。 
   城主体験の利用者の利便性を確保するため、トイレは市所有のトイレカーで 
  対応します。 
   また、浴室は二の丸西曲輪のカフェレスト空間に設えることを予定していま 
  す。 
  
（３）一般観覧客への配慮 
   一般観覧客の利用に配慮し、閉館後の17時から翌朝9時までに終了するもの 
  として計画することとします。 
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（４）開催日数等の制限 
   実施計画においては、春、秋の気候の良い時期を中心に年間30日程度の開 
  催を予定したいと考えています。 
   また、桜まつり等の地域イベント開催時には、地域住民等の利用の妨げに 
  ならないよう柔軟な運用で対応することとして計画します。 
  
（５）町並みの保全と活用との相乗効果 
   地域の大切な資源である城下町の町並みを観光に活用することで、保全を 
  図ることとしています。（歴史的資源を活用した観光まちづくり事業） 
   肱南地区には観光客向けの宿泊施設が不足しており、地域ＤＭＯにおいて 
  は、町並みを活用した分散型ホテルやレストラン、ショップ等への改修を計 
  画しています。 
   大洲城での城主体験及びカフェレスト空間の創出は、こうした一連の城下 
  町活用の取り組みに相乗効果を与えていくことも期待しています。 
  



位置図・配置図 

大洲城 

フロント・レストラン棟、ホテル棟 

カフェレスト 

洗面・浴室 

トイレカー 

二の丸奥御殿跡 

二の丸表御殿跡 

御上跡 
二の丸西曲輪 

※江戸初期の絵図「大洲御城地割」には、本丸に「御上」、「御風呂屋」と表示される建物表記があり、現存する台所櫓は「台所」と
表記され、1617年に加藤貞泰が入城した当時は、天守をはじめとした本丸を実用的に使用した可能性が高い。 
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城内配置図（１階） 

トイレカー 

ゲスト出入口 

スタッフのみ 

閉め切り 

目隠し 
（陣幕など） ■設置・移動等 

 ・置き畳配置 
 ・脚なしベッド及びマットレス配置 
 ・間仕切り障子配置 
 ・模型移動 
 ・トイレカー目隠し 
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城内配置図（２階） 

■設置・移動等 
 ・ダイニング用テーブル、イス等 
 ・IH機器（食事温め用） 

高欄櫓2階 
「お月見空間」 
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城内配置図（３・４階） 

■設置・移動等（４階のみ） 
 ・床几と盆 
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搬入什器類リスト 

※本リストは、建築基準法上の最大重量を算出す
るものであり、今後変更の可能性があります。 
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カフェレスト配置図 
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愛媛県大洲市の町家・古民家等の歴史的資源を活用した観光まちづくり・事業展開骨子 
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１日目 

■大洲城入城体験プログラム案 
本案は、たたき台であり、今後検討を 
要するものです。 
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１日目 

■大洲城入城体験プログラム案 
本案は、たたき台であり、今後検討を 
要するものです。 
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２日目 

■大洲城入城体験プログラム案 
本案は、たたき台であり、今後検討を 
要するものです。 


